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動物由来感染症としての

カプノサイトファーガ感染症

国立感染症研究所 獣医科学部
鈴木 道雄

講演4 カプノサイトファーガ感染症の現状と課題



●Capnocytophaga属菌とは

●イヌ・ネコのCapnocytophaga属菌保有率

●Capnocytophaga感染症の国内発生状況

●Capnocytophaga属菌の薬剤感受性



カプノサイトファーガ属菌
（genus Capnocytophaga）

自然宿主 菌種名 病原性

ヒト

イヌ・ネコ
C. canimorsus
C. cynodegmi

C. ochracea
C. gingivalis
C. sputigena
C. granulosa
C. haemolytica
C. leadbetteri

歯周病関連
まれに敗血症、
心内膜炎

敗血症など

まれに局所感染

C. canis (新菌種) 敗血症

※感染研では全菌種BSL2



Capnocytophagaイヌ・ネコ保有菌種の性状

グラム陰性桿菌
コロニー：白色、淡灰白色
滑走性

カタラーゼ陽性

C. canimorsusとC. cynodegmi
はオキシダーゼ陽性、C. canisは
陽性株と陰性株あり

平板培養：5%血液加ハートイ
ンフュージョン寒天培地

C. canisC. canimorsus C. cynodegmi
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イヌ・ネコの飼育状況
（人 ・頭・匹） 世帯（％）

米
国
2018

人 3億2883万 12622万

イヌ 8970万 6020万

ネコ 9420万 4710万
The Humane Society of the United States（http://www.humanesociety.org/）より

英
国
2018

人 6264万 2720万

イヌ 900万 660万

ネコ 800万 499万
Pet Food Manufacturers’ association（http://www.pfma.org.uk/）より

日
本
2018

人 1億2806万 5695万

イヌ 890万 715万

ネコ 965万 554万
ペットフード協会（http://www.petfood.or.jp/）より



プライマーセット

A: caL2-AS1
B: caL2-caR
C: caL2-cyR

サンプル

1: C.canimorsus
2: C.cynodegmi
3: C.gingivalis
4: C.ochracea
5: C.sputigena
6: C.granulosa
7: C.haemolytica

124bp→

427bp→

427bp→
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C. canimorsus ＆ C. cynodegmi
特異的検出法の確立

Suzuki,M., Kimura,M., Imaoka,K. et al, Vet Microbiol, 144:172-176, 2010



C. canimorsus

イヌ・ネコの保菌状況

Suzuki,M., Kimura,M., Imaoka,K. et al, Vet Microbiol, 144:172-176, 2010

C. cynodegmi

イヌ74％ ネコ57%

イヌ86％ ネコ84%



検体数 PCR陽性数 保菌率(%)

全体 408 168 41.2 

1歳以上 204 130 63.7 

1歳未満 204 38 18.6 

歯あり 294 153 52.0 

歯なし 114 15 13.2 

東京都動物愛護相談センターのネコの
C. canimorsus保菌率調査

歯の萌出とともに菌が定着する傾向
Capnocytophaga属菌が好む環境が整う？

（ヒト歯科領域では歯周病関連菌の位置づけ）
田中智奈美, 鈴木道雄, 今岡浩一 獣医畜産新報, 71:499-503, 2018



C. canis特異的検出法の確立



K市動物愛護センターのイヌの
Capnocytophaga spp.保菌率調査

C. canis

C. canimorsus

C. cynodegmi

PCR陽性数 保菌率(%)

52/80 65.0

66/80 82.5

44/80 55.0

(1歳以上のみ、n=80）



C. canimorsus

C. cynodegmi

K市動物愛護センター
イヌ口腔スワブ
（n=80）

C. canis

28
3

10

4 17

4

11 3
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犬・猫咬傷事故と感染症

感染症への進展：犬咬傷：4~20%
猫咬傷：20~50%

米国では：犬咬傷：470万人 /年
医療機関の受診：80万人
救急診療：33万人
入院：6000人

猫咬傷：40万人/年



犬・猫由来感染症に関する

5万人に対するアンケート調査

●犬飼育者20％、猫飼育者10%、両方飼育者3.7%

●過去5年以内に咬・掻傷事故に遭った人

犬飼育者43％、猫飼育者74%、両方飼育者68％、
非飼育者14％ (約1万4千人)

★うち、具合が悪くなった人 13％ (1761人)

◎うち、医療機関を受診した人 44％ (769人)

動物由来感染症のリスク分析手法等に基づくリスク管理のあり方に関する研究. 厚労科研費研究報告書, 2011.

769/50000人(約1.5%)が過去5年の間に犬・猫
による咬掻傷事故により医療機関を受診している



約1300万世帯

1～10万件/年

100～1000件/年

日本における
推定数

イヌ・ネコ由来

感染症患者数

イヌ・ネコ

咬・掻傷事例数

イヌ・ネコ飼育世帯数

カプノサイト

ファーガ

感染症患者数

10～100万件/年



カプノサイトファーガ感染症
国内報告患者の発生状況と感染経路

1993

2002

2010

2011

1

24   (8)

8   (1)

犬咬傷

猫咬傷

不明

9

11

51

計 93 (19)

猫掻傷

3

(2)

(9)

(3)

(1)

～

2012 5   (1)
2013 10   (1)
2014 12 (5)

1犬掻傷 (1)

接触のみ 18 (3)

( )内は死亡数

2015 12  (2)
2016 7 (1)
2017 14 (0)



国内報告症例のプロファイル

患者の男女比は約7:3 基礎疾患のない患者も多い

()内は死亡数

大半が敗血症

主症状 人数（死亡数）

敗血症 72 (21)

髄膜炎 3

意識障害 2

頭痛・発熱 6

創部膿瘍・腫脹 3

基礎疾患 人数（死亡数）

あり 36 (8)

なし 30 (6)

年齢(代) 男 女 全体 ％

0 0 0 0 0.0

10 0 0 0 0.0

20 1 0 1 1.1

30 1 1 2 2.2

40 6 1 7 7.5

50 18 (5) 5 (1) 23 (6) 24.7

60 23 (8) 3 26 (8) 28.0

70 14 (3) 6 20 (3) 21.5

80 4 9 (1) 13 (1) 14.0

90 0 1 (1) 1 (1) 1.1

計 67 (16) 26 (3) 93 (19) 100



菌種別の症例数

C. canis

C. canimorsus

C. cynodegmi

88例（うち死亡18例）

2例

3例（うち死亡1例）

大半をC. canimorsus感染例が占める

8割超が敗血症例

比較的軽症
起炎菌同定に至らない、報告されない症例多い？

3例とも敗血症例（世界初の報告）
質量分析法で同定できないため埋もれている？



カプノサイトファーガ・カニモルサス感染症とは？

●原因菌はイヌ、ネコの常在菌である

●ごく小さな傷からでも感染する

●受傷部位には病変を作らず、全身症状を発症する

●重症化すると致死的である

●発症すると進行が早い

●イヌやネコに咬まれたり引っ掻かれたりして
感染する



C. canimorsus感染症

これまで世界で500例ほどが報告されている

感染経路：イヌ咬傷、ネコ咬傷・掻傷
その他、接触（傷口を舐められる等）

潜伏期間：1~14日(2,3日が多い)

症状：初期症状 --- 発熱、頭痛、腹痛、下痢、
倦怠感、手足のしびれ

重症例 --- 敗血症、敗血性ショック
DIC（播種性血管内凝固）
電撃性紫斑病、髄膜炎、意識障害
死亡（敗血症時 --- 30%）



C. canimorsusはこんな小さな傷から感染する！

紀南病院提供 IDCases. 2017. doi:10.1016/j.idcr.2017.08.002

50代 男性：敗血症、DIC、ARDS、死亡

傷の状態と潜伏期次第で、発症、受診時には傷が
治ってしまっている場合もある→稟告が重要

岡村一心堂病院提供

40代 男性：敗血症、DIC、
多発性関節痛、全身性発疹

感染症学雑誌. 2017. 91(5); 773-777.



臨床検査室での一次的な同定検査には
生化学的簡易同定キットが有用

●

●

●自動培養装置による検出では、
培養期間の延長が有効
→また、血液サンプル・培養液の
塗沫鏡検で菌体を認めることもある

Canocytophaga属菌の分離・同定

PCR法は菌種レベルでの同定に最も有用
16S rRNA遺伝子、gyrB遺伝子をターゲット
→分離菌株のみならず、血液サンプルなど
からの特異的遺伝子検出も可能



・質量分析装置の普及によって、今後原因菌
が同定できる症例が増えると考えられる

・分離菌株の同定のみならず、
患者血液・髄液等から直接的に原因菌同定を
行うことも可能（既にキット化され市販）

・データベースを参照して同定する
いわゆる網羅的検出法の一種でコストが安い

質量分析法（MALDI-TOF MS）

・2011年より国内の病院検査室に導入が進む



C. canimorsus ATCC35979T

緑は菌種まで確実～ほぼ確実

黄色は属までほぼ確実

赤は不一致



オキシダーゼ陰性（C.canimorsus, C. cynodegmiは陽性）

健康なイヌの口腔内から分離

病原性は低いと推測される

C. canis



国内3例の敗血症患者から分離（全てオキシダーゼ陽性）

2011 福岡 49歳男性 ネコ掻傷 敗血症 回復

長野 67歳女性 ネコ咬傷 敗血症 回復

岡山 82歳女性 イヌ飼育 敗血症 死亡

2013

2014

3症例のプロファイル

M. Suzuki et al. Microbiol. Immunology. 2018. doi: 10.1111/1348-0421.12642. 

C. canis



oxidase (+)

oxidase (-)

MLSA (dnaJ, fumC, glyA, gyrB, murG, trpB, tuf)

日本

臨床分離株

スイス

イヌ分離株
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Capnocytophaga属菌の薬剤感受性

●ヒト保有菌種(C. sputigenaなど)では多剤耐性菌が
国内でもしばしば分離されている

●イヌ・ネコ保有菌種ではヒト保有菌種ほど重大な耐性は
認められていないが、ペニシリン系、クリンダマイシン、
マクロライド系などに耐性を示す株がある

●イヌ・ネコ由来のカプノサイトファーガ感染症には
β-ラクタマーゼ阻害剤との合剤であるアモキシシリン/
クラブラン酸、アンピシリン/スルバクタムあるいは
テトラサイクリン系、ニューキノロン系などの抗菌薬を
用いることが望ましい。



カプノサイトファーガ感染症に関するQ&A

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou18/capnocytophaga.html

2010年5月に厚生労働省
ホームページ上で公開

2018年9月に最新の情報を
盛り込んで大幅更新

一般の方向け及び専門の方向けに疫学から検査・診断法、
予防・治療法などを概説

2010年公開時に14例だった症例数は
更新時には93例（2017年末まで）に



症例に関する情報提供並びに臨床分離菌株の分与

にご協力いただいた各医療機関の先生方並びに

イヌ・ネコの保菌率調査にご協力いただいた

各自治体の職員の皆様に深謝いたします。

謝 辞


